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1,研究背景・目的

出典：トラックマガジン

出典：週刊物流誌



現状…
「早朝、昼休み、夜間における

ゲートオープン時間の拡大」

「Pier Pass（アメリカ）」

「東京ゲートブリッジの開通」

1,研究背景・目的
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ゲート前⇒トレーラーによる混雑

混雑緩和策
「 昼休み¹*ゲートオープン時間の拡大」の

改善効果について検討
（¹*12時～１3時の1時間）
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IN・OUTゲート

コンテナヤード

引用元：パンフレット「日本郵船 東京コンテナ・ターミナル」
（参考：大井ふ頭第6,7バース）

2,対象コンテナターミナルの調査概要

INゲート ：１０レーン
OUTゲート： 5レーン

合計１５レーン



2,対象コンテナターミナルの調査概要
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内容：トレーラーの到着傾向（時刻・台数）

ゲートでの処理時間等

実施日：2012年10月18日
実施人数：４名

時間帯別のトレーラーの到着傾向



「輸出トレーラーのINゲート通過傾向」

2,対象コンテナターミナルの調査概要

13時からの30分間

1時間のゲートクローズ

70

計357台

12~13



対象
コンテナターミナルの
「INゲート」を通過する輸出トレーラー

「昼休みゲートオープン時間の拡大」

3,シミュレーションの検討内容
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(1)緩和策の導入効果
(2)緩和策導入時の処理台数の限界



4,シミュレーションの検討方法

10シミュレーションソフトウェア：「Extend Sim8」

処理：3分で1台到着傾向：調査データ

トレーラー発生 待ち INゲート



4,シミュレーションの検討方法

(1)混雑緩和策の導入効果

「現状での混雑状況」と

「緩和策導入時の混雑状況」
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時間：12：00～13：00 ×→○
到着台数：357台（実測値）



4,シミュレーションの検討方法
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(2)混雑緩和策導入時の処理台数の限界

「緩和策導入時の混雑状況」と

「到着台数を増やした緩和策導入時の混雑状況」

時間：08：30～16：30（8時間）
到着台数：2倍,3倍,4倍,,,



5,シミュレーションの検討結果

混雑緩和策の導入効果
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最大待ち台数：68→6台 （91％減）
最大待ち時間：24→1分 （95％減）
平均待ち時間：3.68→0.01分（99％減）

90%以上減少
なぜ？？



5,シミュレーションの検討結果
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「緩和策によるトレーラー通過傾向の変化」



5,シミュレーションの検討結果

基
準

2
倍

3
倍

3.13.1
倍

トレーラーの到着台数

ゲートの処理可能台数 「トレーラー到着台数による待ち方の変化」

(2)混雑緩和策導入時の処理台数の限界
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6,まとめ

(1)(1) 導入効果

⇒混雑状況を90%以上改善

(2) 導入時の処理台数の限界

⇒現状の3倍の1071台処理可能

混雑緩和策として有効
⇒積極的に採用していくことが重要

「昼休みゲートオープン時間の拡大」



7,今後の課題

・昼休みゲートオープンに係る注意点の把握

・CO2削減による環境問題への関連性

・今回のいちターミナルの検討

日本の他のターミナル

途上国のターミナルへの応用
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ご清聴
ありがとうございました。
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